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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：内科系臨床医学・循環器内科学 
キーワード：バイオマーカー・急性冠症候群 
 
１．研究計画の概要 

先進国の死亡原因第一位は脳血管障害です。

その病態である動脈硬化は炎症性疾患と位

置付けられます。その炎症の程度を示すバイ

オマーカーとして CRP が広く知られていま

すが、ここで申し上げますバイオマーカーと

は少量の血液検体で測定できうるタンパク

を意味します。しかし現実の臨床では CRP

は、その特異性が低いため、あまり使用され

ておりません。PTX3 は CRP と同じファミ

リーに属しますが発現部位は動脈硬化巣に

認める細胞ということで血管特異性の強い

炎症性タンパクです。そこで研究者らは

PTX3 に着目し、高感度測定系を開発しまし

た。我々の開発した系は従来の測定系に比し

約７倍感度が改善しております。本研究計画

はこの高感度測定系を活用し、以下の項目を

検証することを目的としています。 

１） 正常値（カットオフ値）の設定 

２） 慢性動脈硬化症での PTX3 測定の意義：。 

３） 冠動脈CT検査施行症例でのスクリーニ

ングマーカーとしての意義 

４） 整形外科疾患での肺梗塞予測因子とし

ての意義 

５） 急性冠症候群での予後判定マーカーと

しての意義 

６） 胸痛患者における新規鑑別診断マーカ

ーとしての意義 
 
２．研究の進捗状況(600～800 字) 
１）２）に関してはすでに論文化作業を完了
しております。 
３）に関してはすでに日本循環器学会発表を
し、現在論文準備中です。 
 
５）、６）論文投稿中です。 

特に５）に関しては昨年から継続解析中です。

胸部不快感を主訴に救急車要請し、来院した

計 524 名に対して、PTX3 はもっとも重症患

者を予測するマーカーでカットオフ値以上

のPTX3値を示す症例では有意に死亡率が増

加します。これまでの救急トリアージスコア

でありますSOFA, APACHE IIと比較検討を

行っております。また本研究を通りして、救

急車で搬送される胸痛患者さんに対して、こ

れまで確立された心血管バイオマーカーの

診断効率の比較検討を行いました。最近開発

された高感度トロポニン T は、依然心臓脂肪

関連結合タンパクと同様の診断効率であっ

たこと、PTX3 は中等度にすぐれた急性冠症

候群の診断マーカーであったころを見出し、

現在論文投稿準備中です。６）また新たに睡
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眠時無呼吸症候群(OSA)患者における新規鑑

別診断マーカーとしての意義を見出し、論文

化することができました。OSA は炎症を引き

起こし、血管障害から動脈硬化を引き起こす

ことがしられております。50 人の OSA と 25

人の正常群の PTX3 を測定、これまで動脈硬

化マーカーとして使用されている CRP 値と

比較いたしました。PTX3 は中等度以上の

OSA で有意に上昇し(2.36 ng/mL vs 1.53 

ng/mL)、脈波と非独立性に有意に相関してお

りました。OSA の治療法であります CPAP

療法でPTX3値も有意に改善することが示さ

れました。以上より PTX3 は OSA による動

脈硬化の程度を反映し、治療効果マーカーに

なることを見出しました。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
以上より６項目中２項目は査読有の論文化
を達成し、２項目は投稿中であることから、
６-７割の達成度と認識している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ほぼ目的の項目の検体の PTX3 値は測定済み
のため、統計解析を行っていく予定です。 
また論文投稿の際に、必要なデータを査読者
の指示に従い行うことで、論文化を進めてい
る 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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